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2026 年度 事業計画 

 

社会福祉法人 神戸自興会 

軽費老人ホーム 特定入居者生活介護  

ケアハウスかんで 

 

Ⅰ 基本理念 

 尊厳のある暮らしを大切に守り続ける 

誰一人置き去りにしない 

地域社会の発展に貢献する 

 

Ⅱ 行動指針 

自律・・・自分で考え、判断し、行動できる 

尊重・・・多様な考え方や特性を認め、他者を受け入れる 

価値の共創・・・豊かな発想で、新たな価値を生み出す 

 

 

Ⅲ 組織体制 

添付資料参照 
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Ⅳ 人員配置 

施設長  1 名 

生活相談員  1 名 

介護支援専門員  1 名 

介護士 １５名（パート２名） 

看護職  ４名（パート１名） 

機能訓練指導員  1 名 

管理栄養士  1 名 

事務員  1 名 

    清掃員  1 名 

宿直職員  3 名 

 

 

 

Ⅴ 事業方針 

(1) 設備の修繕と計画的な更新 

入居者様が安心して日常生活を送れる環境を維持するため、各居室に設置されている

水道・電気・給湯メーターについて、老朽化の状況を確認しながら計画的に更新を進め

ていきます。あわせて、多目的ホールのエアコンについても修繕工事を進め、快適に過

ごせる環境を整えます。 

設備の不具合による生活への影響や突発的なトラブルを防ぐことを目的に、必要な修

繕・更新は優先順位を整理したうえで、段階的に実施していきます。今後も日常点検を

継続し、設備状況を把握しながら、安全で安定した居住環境の維持に努めていきます。   

 

(2) 物価高騰下における安定運営と持続可能な経営 

物価高の波により、介護の現場も苦しい状況が続いております。食材料費、燃料費、衛生

管理費など、どれも節約することができないものでありますが、そのすべてのコストが上が

っています。また、保守点検費や業務委託費なども相次いで値上げとなり、苦しい状況が続

きますが、入居者様の安全と健康を守るため、どれも削ることができません。今後も入居者

様と職員を守るためには、「ケアハウスかんで」が安定した経営をしていかなければなりま

せん。経験ある職員が経営的感覚を養い、幅広い視野で物事を捉えていけるよう取り組んで

いきます。 
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(3) 職場環境の見直しと、持続可能な働き方の構築 

施設運営を継続していくうえで、職員が心身ともに無理なく働き続けられる職場環境

の整備は不可欠です。「ケアハウスかんで」が今後も地域に必要とされる施設であり続

けるため、現状の働き方や制度を見直し、実情に即した改善を段階的に進めていきます。 

具体的には、就業規則の見直しを行い、介護職員については公休数の増加を検討する

とともに、その他職種についても業務内容を精査したうえで、労働時間の適正化を図り

ます。ただし、これらは単に負担を減らすことを目的とするものではなく、業務の整理

や多職種間の役割分担を見直すことで、限られた人員の中でも無理なく運営できる体制

づくりを目指すものです。また、職員一人ひとりの休息を大切にしながら、これまで以

上に多職種が互いの専門性を理解し、協力し合える体制を構築していきます。その中で、

各職員が専門職としての実践を積み重ね、スキルアップを図ることで、職員自身の成長

と施設全体の質の向上につなげていきます。 

 これらの取り組みは、施設の運営状況や人員体制を踏まえながら、実現可能な範囲で段階

的に進め、必要に応じて見直しを行っていきます。 

 

(4) 稼働率の維持と、安定した入居環境の確保 

物価高騰が続く中、施設を適正かつ安定的に運営していくためには、無理のない形で

稼働率を維持していくことが不可欠です。満床を目指すこと自体が目的ではなく、入居

者様の安全・安心を確保できる範囲で、安定した入居状況を継続することを基本方針と

します。そのためには、現在ご入居されている入居者様が、できる限りこれまでの生活

を継続できるよう、介護職員による丁寧な日常ケアと、看護職員による予防的ケアが重

要となります。体調変化の早期発見や状態悪化の予防に取り組むことで、入院のリスク

を軽減し、安定した生活を支えていきます。あわせて、新規入居者様についても、入居

前から入居後までの支援体制を整え、安心して生活を続けていただける環境づくりに取

り組みます。紹介元との連携や情報共有を丁寧に行い、現場の負担が過度に増えること

のないよう配慮しながら、継続的な入居につなげていきます。 

 稼働率の維持・向上については、現場の受け入れ体制や人員状況を踏まえながら、適宜状

況を検証し、必要な調整を行っていきます。 

 

(5) 職員の処遇の充実と、健康的に働き続けられる体制づくり 

入居者様への日常ケアの水準を保ち、継続的に改善していくためには、職員が心身と

もに安定した状態で働き続けられることが重要です。そのため、職員一人ひとりの健康
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管理と処遇の充実を、施設運営の基盤として位置づけ、実情に即した取り組みを進めて

いきます。 

健康管理の面では、定期健康診断の実施に加え、役職者との定期的な面談を通じて、

体調面や業務上の不安を早期に把握できる体制を整えます。また、ストレスチェックや

ハラスメント研修を行い、職員が安心して働ける職場環境づくりに努めます。 

人材育成については、キャリアパスに基づいた実践を進めるとともに、勤務時間内で

の研修や、必要に応じた外部研修への参加を行い、専門職としての知識・技術の向上を

図ります。あわせて、部署間や職種間の定期的なミーティングを通じて、業務上の情報

共有やコミュニケーションを充実させ、職員同士が支え合える体制を構築します。 

 

(6) コンプライアンスの徹底と、職員一人ひとりの責任ある行動 

「ケアハウスかんで」では、入居者様の尊厳と安全を守り、安心して信頼していただ

ける施設であり続けるため、コンプライアンスを重視し、事業および業務に関する法令・

諸規則や施設内ルールの遵守を徹底します。これらは、特定の職員や役職者だけが担う

ものではなく、職員一人ひとりが自らの業務に責任を持ち、理解したうえで行動するこ

とが求められます。法令や規程、マニュアルについては、知っていることを前提とし、

不明な点があれば自ら確認し、調べ、必要に応じて上司や関係者に相談する姿勢を大切

にします。コンプライアンスを守ることは、単なるルール遵守ではなく、利用者様を守

ることにつながると同時に、職員自身や共に働く仲間、そして施設全体を守ることにも

つながります。職員一人ひとりが専門職としての自覚を持ち、日々の業務の中で誠実な

判断と行動を積み重ねていきます。 

 

(7) 防災意識の向上と、段階的な災害対応力の強化 

災害発生時に入居者様の命と生活を守るためには、日頃からの備えと、職員一人ひと

りが状況に応じて判断・行動できる体制づくりが重要です。「自分たちの施設は自分た

ちで守る」という意識のもと、防災対策を段階的に進めていきます。 

まずは、管理者および役職者が中心となり、災害時の対応方針や役割分担について理

解を深め、初動対応や判断・指示が適切に行える体制を整えます。そのうえで、職員一

人ひとりが災害を想定し、入居者様の安全確保を最優先に、状況に応じた行動や優先順

位を判断できるよう取り組んでいきます。また、訓練については、火災や地震、台風に

よる停電や水漏れなど、具体的な状況を想定した内容で実施し、机上の確認にとどまら

ず、実際の動きを意識した訓練を行います。訓練を通じて課題を洗い出し、必要に応じ

て対応手順の見直しを行うことで、実効性のある防災体制の構築を目指します。 
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(8) 地域とのつながりを大切にした交流と、地域課題への取り組み 

「ケアハウスかんで」は、地域の一員として、入居者様が安心して暮らし続けられる

環境を支えるため、地域とのつながりを大切にした交流と地域貢献に取り組んでいきま

す。具体的には、高齢・障害・保育等の社会福祉施設や社会福祉協議会が連携する、神

戸市西区社会福祉法人連絡協議会（ほっとかへんネット KOBE・西）への参加を通じて、

他法人・他分野との情報共有や連携を図ります。また、地域の文化祭や行事、各種イベ

ントへの参加を通じて、地域の方々と顔の見える関係づくりを進めていきます。 

あわせて、神出町内の高齢者施設や、あんしんすこやかセンター等が主催する地域ケ

ア会議に参加し、地域で抱える課題を共有します。地域の課題は施設の課題でもあると

いう認識のもと、他施設や関係機関、地域の方々と協力しながら、できることから継続

的に取り組んでいきます。 

 

 

Ⅵ 処遇計画 

１，基本姿勢 

 私たち「ケアハウスかんで」は、人は誰もが、誰かに支えられながら生きている存在であ

るという前提に立ち、尊厳のある暮らしを大切に守り続けることを、施設運営の根幹に据え

ています。自立とは、すべてを一人でできることではありません。人とのつながりの中で、

自分の弱さやできないことを認め、必要な支えを受け取りながら生きることもまた、自立の

一つのかたちです。私たちは、できなくなったことを否定せず、その人が持っている力が発

揮されるケアを大切にします。また、年齢、障がいの有無、性別、性的少数者、人種、宗教、

生活背景、能力の違いによって、誰かが取り残されることのないよう、「誰一人置き去りに

しない」姿勢を施設全体で貫きます。 

 多数の意見や効率だけで物事を決めるのではなく、一人ひとりの思いや背景に耳を傾け、

対話を重ねながら最善を探し続けます。私たちはまた、施設を地域から切り離された存在と

は考えていません。入居者様の日常に関わる困りごとは、地域社会全体の課題でもあります。 

地域の一員として、専門職としての知見や経験を活かし、地域と共に考え、地域と共に支え

合う関係を築くことで、地域社会の発展に貢献していきます。このような姿勢を支えるため、

職員一人ひとりが自ら考え、判断し、行動する「自律」を大切にし、多様な価値観や背景を

認め合う「尊重」の心を持ち、対話を通じて新たな意味や可能性を生み出す「価値の共創」

を目指します。 

答えのない時代だからこそ、私たちは人と人との関係性を大切にし、その人の人生に寄り

添い続ける存在でありたいと考えています。今この瞬間を共に生き、その人自身が自らの人
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生に納得できるよう、最期まで誠実に寄り添い続けること。それが、私たち「ケアハウスか

んで」の基本姿勢です。 

 

２，介護サービス計画書の作成  

アセスメントにおいて入居者の「できること」「継続できていること」を把握し、ご本人

の意向も確認を行ったうえで目標を設定します。役割や日常生活の中での活動機会を計画

書に反映させ、個別的となるよう支援方法を具体的に記載します。また、カンファレンスを

通して職員内で共有し、支援方法の統一したケアが提供できるよう努めて参ります。 

 

３，食事  

入居者様の身体状況や嚥下等に配慮し、安全で安心できる食事を提供し、食事を生活の楽

しみとして支援します。また、季節感や行事食を取り入れ、食事の時間が楽しくなるよう工

夫します。日々の食事場面での様子を把握し、多職種と連携しながら状況に応じて食事形態

を見直し、安心して食べ続けられる支援につなげます。 

 

４，排泄  

一人ひとりの排泄のリズムや習慣を大切にしながら、その方に合った声かけや支援を行

っていきます。あわせて、排泄の様子は体調の変化に気づく大切な手がかりとなるため、

日々の観察を丁寧に行い、いつもと違う点があれば速やかに共有し、必要な対応につなげま

す。特にオムツを使用されている方については、清潔の保持と排泄の確認をよりいっそう丁

寧に行い、安心して気持ちよく過ごしていただけるよう努めます。 

 

５，入浴  

入居者様一人ひとりの身体状況や意向に配慮し、安全で安心できる入浴介助を行います。 

入浴時の観察を通して皮膚状態や体調変化を把握し、多職種と情報共有しながら健康管理

につなげます。入浴の時間が安心でき、リラックスにつながるよう心がけ、大切にします。 

 

６，口腔ケア・水分摂取   

口腔ケアについては、口腔内のトラブルが食事摂取に影響しやすいことを踏まえ、日頃か

ら口腔内を清潔に保てるよう支援していきます。水分摂取については、脱水が全身状態に影

響することから、食事形態やその日の体調に合わせて、無理のない範囲でこまめな摂取を促
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します。お一人おひとりに合わせた声かけを行い、安定した水分摂取につながるよう取り組

みます。あわせて、とろみの付け方についても安全面に十分配慮し、適切に対応していきま

す。 

 

７，機能訓練・レクリエーション  

日常生活の支援にとどまらず、ボランティアの協力も得ながら、定期的にレクリエーショ

ン等の交流の場を設け、入居者様が楽しみを感じられる時間を大切にしていきます。参加に

あたっては心身の状態に配慮し、無理のない内容・環境を整えることで、安心して過ごせる

場となるよう支援していきます。 

 

８，施設行事  

今期は、職員同士の関わりに加えて、地域の方々やボランティア団体の皆さまとも少

しずつご縁を広げ、交流の機会を大切にしていきます。あわせて、施設内行事について

は、利用者様だけでなく、ご家族にも一緒に参加していただけるような企画を増やし、

笑顔が生まれる時間をつくっていきます。日々の暮らしの中でも、春夏秋冬の移ろいを

感じられる催しや活動を取り入れ、季節を楽しめる穏やかな環境づくりに努めます。 

 

９，感染予防  

昨年度の新型コロナウイルスクラスター感染発生を踏まえ、「持ち込まない、広げない、

持ち出さない」を念頭に置き、職員に関しては、基本的な感染対策である手洗い、手指消毒

の徹底、施設内消毒、定期的な換気、感染症予防の啓発に努め、施設全体で感染症予防に取

り組んでいきます。 

 

10，健康管理  

 入居者様の「小さな変化、いつもと違う」を見逃すことなく日々の健康観察から、早期発

見、早期対応を心がけていきます。また、入居者様個々の病状にしっかり対応していける看

護・介護体制を整えていきます。 

 

11，看取りケア  

 看取りは特別なものではなく、日々の生活支援の延長にあるものと考えます。住み慣れた

環境で最期までその人らしく過ごせるよう、ご本人とご家族の思いに寄り添いながら支援
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します。介護職員や看護職員と連携しながら心身の状態の変化に気づけるよう日々観察を

行い、必要に応じて医療機関とも連携し、状態の安定に努めます。また、事前の意向確認や

ご家族の不安に対する支援にも取り組みます。 

 

12，医療機関と連携  

協力医療機関との毎月の会議を通じて情報共有を行い、日頃から顔の見える関係づくり

に努めています。引き続き、医療機関とは正確な情報共有を心がけ、入居者様の状態変化に

応じて適切に連携していきます。また、医療と生活の両方の視点を大切にしながら、退院時

の調整を行い、できる限り早く安心して日常生活へ戻れるよう支援していきます。 

 

13，環境整備  

居室および共有スペースの環境整備を継続的に行い、移動時の転倒や事故の予防に努め

ます。あわせて、居室内の清掃や日常的な点検を通じて、安心して過ごしていただける清潔

な生活環境の維持に取り組みます。 

 

 

Ⅶ 年間行事  

実施月 行事内容 

4 月 お花見 

５月 端午の節句、母の日 

６月 父の日 

７月 七夕 

８月 納涼祭（全体行事） 

９月 お月見、敬老の日 

10 月 ドライブ 

11 月 紅葉狩り 

12 月 クリスマス会(全体行事) 

1 月 正月祝い、七草粥 

2 月 節分、バレンタインデー 

3 月 雛祭り、ホワイトデー 

＊映画鑑賞/ボランティア/日々の体操/地域行事への参加も企画。 
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Ⅷ 施設目標 

① 生活を後回しにしない「丁寧なケア」の定着（利用者の尊厳と信頼を守る） 

ケアの質は「段取り」ではなく、着替え・排泄・食事など日常の積み重ねに表れます。

生活を後回しにせず、できることを奪わない／判断する力を軽視しない／選ぶ機会を省

略しない、という基本姿勢を職員間でそろえることで、ご本人の尊厳が守られ、ご家族

の安心感につなげていけるように取り組んでいきます。 

 

② 無理のある働き方を減らし、“見えない残業”を生まない職場づくりを進める 

サービス残業は認めないという姿勢を明確にし、必要な残業は「申請して当たり前」

のものとして、きちんと把握します。申請しにくい雰囲気や、善意で抱え込む作業（見

えない頑張り・見えない仕事）が増えると、疲労の蓄積だけでなく、業務の課題が表に

出ず改善が止まってしまいます。そのため、残業が発生した場合は個人の問題として片

付けず、「なぜ発生したのか」をチームで振り返り、業務量・段取り・役割分担・情報

共有の仕組みを少しずつ整えていきます。また、忙しさを我慢して埋め合わせるのでは

なく、困りごとや手詰まりは早めに共有し、応援要請や優先順位の調整につなげます。  

管理する側も、現場の“見えない作業”が生まれていないかを点検し、必要な支援や手

直しを言語化・可視化しながら、無理が個人に集中しない働き方へ移行していきます。 

 

Ⅸ 各部門目標 

介護課 

① 日々の声かけや会話を大切にし、生活の中に楽しみや笑顔が生まれる関わり

を目指す 

② 入居者様と職員が互いに思いやりを持って関われるよう、相手の気持ちを大

切にする姿勢を共有し、学び合える環境づくりにつなげる 

③ 職員間で目標を共有し、互いを認め合いながら、誰か一人に負担が偏らない

「一人にしない」チームづくりを目指す 
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看護課 

① 丁寧な看護ケアの定着 

病気だけを見るのではなく、その人の生活背景や思い、価値観を大切にしながら医学的な

根拠に基づいた看護ケアを実践していきます。 

 

相談支援課 

① 家族が安心できる連絡体制を整備し、用件の緊急度に応じた適切な連絡手段

を確立することで、円滑で無理のないコミュニケーションにつなげる 

具体的には、メールや LINE 等の ICT 活用も視野に入れ、用件ごとに「電話で連絡する

もの」「電話以外でよいもの」を切り分けるルール案を作成し、職員間の判断がぶれない形

にしたいと考えています。あわせて、ご家族にも連絡方法の考え方（緊急時は電話、緊急性

が低い場合は別手段）を共有し、不安や行き違いが起こりにくい連絡体制を目指します。 

 

栄養管理課 

① 物価高の状況を踏まえつつ、一人ひとりの状態に合わせた食事提供に取り組 

  む 

食材の価格動向を踏まえ、代替食材や仕入れ方法の見直しを行いながら、栄養価と品質を

確保します。あわせて、嚥下状態・咀嚼力・摂取量・嗜好に配慮した食事形態に調整し、安

全に召し上がれる形で提供します。 

②入居者様の声を大切にしながら、満足していただける食事づくりに取り組む 

日々の聞き取りや食事の残量・表情の観察を通じて嗜好や食べやすさを確認し、献立や味

付け、盛り付けに活かしていきます。ご意見は職員間で共有し、改善内容を継続して見直す

ことで、楽しみにつながる食事提供を目指します。 

③ 季節を感じられる行事食を取り入れ、食の楽しみにつながる企画・運営 

季節感や地域性を大切にし、行事に合わせた献立や演出（行事食・特別メニュー・食のイ

ベント）を計画します。嚥下状態に合わせた代替メニューも用意し、できるだけ同じ雰囲気

を味わっていただけるよう配慮しながら、食の楽しみと生活の張りにつなげます。 
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Ⅹ 法定委員会、その他会議 方針 

委員会開催日時、参加者は添付資料参照 

 

1. 法人運営会          委員長：施設長 小澤大地 

神戸自興会では、各施設の係長以上の役職者が定期的に集まり、法人全体の運営状況につ

いての情報共有を行うとともに、現場の視点から課題の整理や改善案の検討、新たな取り組

みについて協議する場を設けています。 

これは、意思決定を現場に委ねるものではなく、理事会および法人としての判断をより現

実的で持続可能なものとするために、現場の状況や気づきを適切に反映させることを目的

としています。 

今後も、入居者様と職員の暮らしと働き方を守り続けるためには、法人として安定した経

営を継続することが不可欠です。そのため、役職者が法人運営の背景や考え方を理解し、各

施設に持ち帰って共有することで、現場と法人が同じ方向を向いて取り組める体制づくり

を進めていきます。 

このような職員参加型の取り組みを通じて、現場任せでも管理側任せでもない、相互理解

に基づいた法人運営を目指していきます。 

 

 

2. ケアハウス運営会       委員長：施設長 小澤大地 

 運営会は、各部署の役職者等が集まり、施設運営に関する情報共有を行うとともに、

日々の業務の中で生じている課題や困りごとを整理し、施設全体としての改善につなげ

ていくための会議です。 

各部署単独では解決が難しい課題について、部署間で状況を共有し、役割の調整や考

え方のすり合わせを行うことで、より良いサービス提供と職場環境の改善を目指します。 

ここでの協議は、即時の決定を目的とするものではなく、管理者や法人での判断につな

げるための材料を整理する場として位置づけています。 

運営会を通じて、現場任せでも管理側任せでもない、施設全体で支え合う運営体制を

整え、入居者様の生活の安定と、職員が無理なく働き続けられる環境づくりにつなげて

いきます。 

 

 

 



13 

 

3. 事故防止委員会       委員長：介護課 主任 石渕久美子 

入居者様が安心して、できる限り自由に生活できる環境を守ることを基本に、安全対

策と事故の再発防止に取り組みます。事故を「ゼロにすること」だけを目的とするので

はなく、生活が窮屈にならないよう配慮しながら、万一事故が起きた場合でもケガを最

小限に抑えられるよう、環境設定や支援方法の見直しを継続して行います。 

具体的には、毎月の事故・ヒヤリハットを集計し、発生状況や傾向を分析したうえで、

改善策を立案し実施します。同事故・類似事故の再発防止に向けては、要因の整理と対

策の共有を丁寧に行い、現場で実行できる形に落とし込みます。 

また、事故防止研修は委員会が中心となって企画・運営し、日々の業務の中で「危険

予知」ができる職員の育成を進めます。あわせて、急変時の対応研修も取り入れ、突発

的な状況にも落ち着いて対応できるよう備えを整えていきます。 

 

 

4. 感染対策委員会         委員長：看護課 係長 西脇恭子 

神戸市感染症情報システムを活用しながら感染状況を確認しつつ、施設内の感染対

策を適切に実施していきます。 

感染流行時には、その時々の状況に合わせた対応方針を整理し、職員へわかりやす

く周知することで、施設内で統一した対応が取れるようにしていきます。また、新興

感染症への対応も含め、手順や運用、物品体制など施設内の感染対策を定期的に見直

し、委員会を中心に研修会の企画・運営も並行して進めます。 

これまで入居者様にもマスク着用にご協力いただいてきましたが、表情が伝わりに

くい、顔がわかりにくいといった影響も踏まえ、一定のルールを設けたうえで、場面

に応じて段階的に外していく方向で整えていきます。職員についても、感染状況やケ

ア内容に応じた着脱基準を明確にし、必要な場面では確実に着用しつつ、外して業務

ができる体制づくりを進めていきます。 

昨年度は初めてクラスター感染を経験し、課題も見えてきました。今回の経験を振

り返りに活かし、生活を過度に制限しないことも大切にしながら、一定のリスクも現

実的に見据えつつ、必要な感染対策を継続して実施していきます。 

 

 

5. 虐待防止委員会      委員長：相談支援課  課長 掘井義朗 

施設で虐待が発生しないよう、不適切ケアの見直しと、研修を通じた継続的な教育（虐
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待は犯罪であることの理解を含む）を継続していきます。また、虐待の芽を早期に捉え、

早期発見・早期改善につなげるため、定期的な虐待の芽アンケート調査も実施していき

ます。あわせて、不適切ケアが起こる要因についても分析を行い、個人の問題として片

付けるのではなく、業務量・人員配置・環境・情報共有・指示系統・職員の疲労やスト

レスなど、組織としての課題も含めて整理します。そのうえで、再発防止に向けた具体

的な改善（業務手順の見直し、声かけ・対応の統一、相談しやすい体制づくり等）を進

め、利用者様の尊厳が守られる環境づくりに取り組んでいきます。 

 

 

6. 身体拘束適正化委員会   委員長：相談支援課  課長 掘井義朗 

施設で身体拘束（フィジカルロック、ドラッグロック、スピーチロック）が起きない

よう、職員への啓発と教育を継続して行います。あわせて、拘束がもたらす弊害（身体

的・精神的・社会的影響）への理解を深め、身体拘束を必要としないケアの実践に取り

組んでいきます。 

特にスピーチロックは、日常の声かけの中で起こりやすく、意図せず入居者様の行動

や選択を狭めてしまうことがあります。そのため、「声かけの仕方」や「言葉の選び方」

を重点項目として取り上げ、職員間で共通認識を持てるようにしていきます。注意や制

止が必要な場面でも、命令や禁止を前提とするのではなく、理由の説明や代替案の提示、

本人の意思確認を基本とし、入居者様が【納得できる】声かけを大切にしながら、尊厳

と自由が守られる関わりをしていきます。 

 

 

7. 衛生委員会        委員長：相談支援課  課長 掘井義朗 

職員の健康状態を把握し、必要な助言や支援を行うとともに、職場環境の見直しを進

め、職員が安心して働き続けられる環境づくりに取り組みます。あわせて、特定技能実

習生についても、体調面の不安を抱え込みやすい点に配慮し、相談しやすい体制を整え

ながらサポートしていきます。 

具体的には、年 2 回の健康診断の実施、ストレスチェックの活用、結果を踏まえた職

場環境の改善を継続します。また、ハラスメント防止研修を行い、互いに尊重し合える

職場風土を育てます。さらに、職場巡視を通じて業務環境や安全面の課題を早期に把握

し、腰痛予防についても、作業姿勢の見直しや介助方法の共有など、現場で取り組める

形で進めていきます。 
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8. 給食委員会            委員長：栄養管理課  岸田稚枝子 

入居者様が毎日の食事を楽しみにしていただけるよう、「食事」に関することを委員

会で協議し、より良い食事提供につながる取り組みを進めていきます。行事食や献立メ

ニューの検討、嗜好調査の実施に加え、体重測定や食事・水分量の確認を多職種で共有

し、利用者様お一人おひとりの状態や希望に沿った支援を行います。また、イベント食

や季節を感じられる食の工夫など、「食べる楽しみ」が途切れないように企画・調整を

行い、食事の時間が生活の張りや喜びにつながるよう支えていきます。衛生管理につい

ては厨房と連携し、手順の確認や点検を通じて、安心して召し上がっていただける環境

を整えます。 

さらに、「空腹は食べることでしか満たされない」という前提に立ち、食べることの

意味を大切にしながら、栄養面だけでなく、気持ちの満足や日々の過ごしやすさにつな

がる食事支援を委員会として考え、実践していきます。 

 

 

9. 災害対策委員会        委員長：施設長 小澤大地 

火災や地震、新興感染症などの災害に備え、図上訓練や避難訓練、BCP 訓練を計画的に

実施し、災害(自然災害/感染症)発生時に職員一人ひとりが自らの役割を理解し、状況に応

じて行動できる体制づくりを進めていきます。訓練については、実施して終わりとするので

はなく、振り返りを行い、課題を整理したうえで内容や対応手順の見直しにつなげていきま

す。あわせて、各居室や共用部における防災設備・防災物品の点検を定期的に行うとともに、

防災備品の在庫管理や配置の確認、整理整頓に取り組み、いざという時に確実に使用できる

状態を維持します。これらの取り組みを通じて、日常の備えと訓練を積み重ね、実効性のあ

る防災・災害対応体制の強化を図っていきます。 

これらの取り組みについては、管理者および役職者を中心に定期的に確認し、必要に応じ

て改善を行っていきます。 

 

 

10. 看取り介護委員会       委員長：相談支援課  主任 神出泉 

「死」だけに焦点を当てるのではなく、「老い」と共に生きることの在り方について

も、日々の支援の中で一緒に考えていきます。看取り時期に限らず、普段の関わりの中

で、その方が大切にしてきたことや望む過ごし方が保たれるよう支え、日常の積み重ね

の先にある看取りとして、ケアの深まりを実践につなげていきます。 

看取り時期の方への関わりや、ご家族へのサポート、看取り後の振り返りを通して、
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より良い支援が提供できるよう多職種で協議していきます。また、職員が安心して看取

りに向き合えるよう、看取りに関する研修を企画・運営し、継続して取り組んでいきま

す。 

 

 

11. 業務改善委員会         委員長：介護課  副主任 田上弘 

職員の業務を見直し、日々の仕事の中にある【ムリ】【ムダ】【ムラ】を少しずつ整え

ながら、働きやすい職場環境づくりに取り組みます。 

業務改善の目的は、単に効率化や生産性の向上を図ることではありません。丁寧なケ

アを守るために、「何を増やすか」ではなく「何をなくすか（引き算）」を明確にし、ケ

アに向き合う時間と心の余裕を確保することを大切にします。また、特定の人の頑張り

に頼らず、業務が属人化しない仕組みを整えます。情報共有と役割分担を進め、チーム

として安定して機能できる体制づくりにつなげていきます。 

 

Ⅺ 内部研修・訓練計画 

添付資料参照 

 

Ⅻ 広報活動について 

施設での日常や行事、職員の取り組みについて、施設公式 SNS（Facebook）や法人ホー

ムページを通じて、無理のない範囲で情報発信を行っていきます。入居者様の生活の様子や、

職員の関わりを丁寧に伝えることで、施設の取り組みへの理解と信頼につなげていくこと

を目的とします。情報発信にあたっては、個人情報の保護を最優先とし、写真や内容につい

ては、あらかじめ同意を得た方のみを対象とするとともに、掲載内容についても十分に配慮

したうえで行います。また、法人ホームページについても、施設の状況や取り組みが適切に

伝わるよう、必要に応じて内容の更新を行い、地域やご家族に対して分かりやすい情報提供

に努めていきます。 


